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本報は立木材積查定の正確度が森林施 

業 の 合理化 並 に 商取引 の 公正 を 期す る上 

に影響大な る に 拘 ら ず、 本道、 樺太 に 於 

け る現行針葉樹立木材積表は各官廳に依 

り かな り の相進を有す る 事實 に 鑑み 比較 

検討する要あり、 技師 松 井善 喜 技手 坪 

松虎雄を して調査せ しめたる ものに して、 

立木材積査定上寥考ご なるべき ものご認 

め、 ﾡに時報:して掲ぐるこゞこ す。

北 海 道林業武驗 場 長
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緖 言

立木材積査定 の正確度は森林施業の集約、合理化 ご 商収引 の公正 

こ を期する上に重要なな義そ行する。本道、樺太に於け る現行針葉 

ﾡ立木材積求 そ 觀 るに、均しく トドマッ、エゾ マツ を 對象 ごするに 

%拘らず、共U価は許官期に依り可成ﾡ述して居る。然し之が正確

に到する 檢討は多數資料の統計 を要す る のみならず、共所管画域 

ゆ地、林祝の相述等そる考厳する必要があるから、野幌試驗林産 

ト ド ッに關する僅少な資料に依つて簡単に可否を論じ得ない.の•は 

勿論でわるが、測ﾡに依る形数値の差巣、算定方法に依る誤差及び 

既往の調査資料等に基い て之を除味するこごは必しる徒ﾡでないご 

価ずる。殊に現下崎局継済ﾡ制に依るバルプ材、鎖木材等の需要 

激増 ご 材価鵬 の際 に は 材積査定 o 正確度 (に到す る 疑騎に 就 て充分 

檢 討、是正す る必要を感ずる。

I 北海道、樺太産針葉樹の現行立木材積表

本道、植太産針葉樹の立太材積の査定には次の諸方法が用  ひ られ 

て居る。

(1) 測 ﾡ
直ﾡを測る位間は各官施に依つて州逢して居る。

A. 地上 1.2m 高 を測黙とする %の——-室林野局。

B.j地上1.3m高を測ﾡこするるの ——樹太廳、大學演習林。(但 

し北海道帝國大學)

C. 地上1.5m 高を 測無とする もの—— 北海道ﾡっ

(2) 材積 表の様式

A. 直徑の函數と して直ちに材積を算出 し得る %の——大學演習. 

林。
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B ・ 樹商山 線 に依 り地位級 を分ち 各地位級年 に直ﾡ の 函敷 ご し 

て 單材積 そ算出するるの ——樺太應。

c. 樹高階別形數表 よ め 直徑 ご樹高 o 西数 ごして材積 そ 算 出する 

%の——帝室林野局、北海道廳。

I 野幌産ト ドマ・の胸高並に目通形数

(1) 調査資料に對する檢討

調査資料は トドマツ収穫表調製用こ して昭和10年以降樹幹折解に 

供せる責料89本並(に昭和11年10月 4 日 の大暴風雨に因て生ぜる トド 

マッ風倒木160本を用ひた。供試木は當試驗林の各異地况、林况に 

跨って 選定せる 故に、供試本敷は多くないが、略標準 を 得た る 平均 

価ご見て大過ないご思ふo
に形敷の査定に常い、之に影響を及ぼす環境因子、樹齢、生育 

状況を明らかにして、本調査資料が本道、ﾡ太に於ける針葉樹林に 

對 し如何なる 位置 にあるやをﾡめ 校討す る 必要がわる。

A.野幌試驗林の環境

■試驗林は溫帶北部に位す名 丘陵林で、樹高生長に影響わる風進 

度は年不均 3.2m/sec に及び、 本道中ﾡしてﾡ風地域に脱する。

B.樹高I線

材積の査定に常り 形数はは主こ して樹高の函數と して川ひ られ、又 

材積は直ﾡ、樹高及び形数に依つて査定せらるゝから、樹商山線に 

對 し て協討し置 く 必要があ る o
常試験林の ト ド マツー齊林分の樹高曲線 を見 るに、第 1表の如く 

尾根通風衡區と中央背梁部平坦地との間には可成 り の差具を有する 

が、之 を権太照材積表 (地位七等分) ご地較すれば略地位『一V等 

地にﾡら、即ち中府の林分に相當する。次に形政に用ひた資料 162 
本 ご 測ﾡ商5 に依 る 直徑 の ﾡ達 に關 する 調査資料 528 本ご第2表 の 

( 2 )

如く 樹商の異が極めてないか ら ・ 同一資料 と 見做して合算す る 

に、之が平均樹高曲線は 中島 •博: 士の調査成績に比 し徑級大 ごなるに 

従ひ低減する傾向がある。 .

第1表 地 位 別樹 高 線

\ﾡ
納 笈 
'犷弋

ﾡ \

野幌 卜 ﾡ 太 野幌 卜 神 太 野幌ト 樺太
ド マ ツ 
一林 針葉樹

ドツ
針葉樹

ドマ ツ 
一ﾡ林 針葉ﾡ 摘 要

I 等地 I等地 IG地 IV等地 I 今地 V等地
"m m m m m 両 n
20 16.5 14.9 野幌 トドマッ

22 17.3 15.8 一 齊林

I等地
24 18.0 . 16.6 D-4.99046

0.0S707+0.03176D
20 20.6 18.7 18.7 17.3

I今地28 ・ 21.2 19.5 19.3 18.0
D-3.86592

30 24.1 21.6 21.7 20.1 19.8 1S.6 三 0.23794+0.03216D

32 24.5 22.3 22.2 20.8 20.2 19.3 I等地

24.9
D-3.15763

23.0 22.6 21.4 20.7 19.8 0.34411+ 0.033511)

36 25.2 23.6 23.0 22.0 21.0 20.4 構太針葉樹樹高山線は精

98

40

25.5 24.2 23.4 22.5 21.4 20.9 太ﾡ針葉ﾡ軍木村預表に 

依る。
25.8 24.7 23.7 23.1 21.7 21.4

42 26.1 25.3 24.0 23.5 22.0 21.8

44 26.3 25.7 24.3 24.0 22.3 22.3

46 26.5 26.2 24.5 24.5 22.6 22.7

48 26.7 26.6 24.8 24.9 22.8 23.1

50 26.9 27.1 25.0 25.3
・

52 27.0 27.5 25.2 25.7

54 27.2 27.9

56 27.4 2s.2

( 3 )



第2表 野幌産ト ドマツ樹高曲線

1.34187 V/D
曲線式 Hm=1.1811D X0.8G65

摘 ※中励吉博千著 北海道産針葉樹にﾡする樹山ﾡ 北海道林業報 大正144 
1.19691 V

要 Hm = 1.113D *0.81566

形 数 2 査
| 測 點 に 依 

ﾡ 料 , ろ ii 径 ﾡ 
査 定 ﾡ 料

總 t 仙線式 

に依る

1価 本道産

風 倒 木 合 計 本 本

(cm
ﾡ高

(m)
樹高 

(m)
弊川価 

( m)
と の 

(m)
葉樹

(m) 当
本致

樹高 

(m) 本数
樹高 
(m) 本数

ﾡ両 
(m) 製 製

6 1 6.60 G.60 30 6.59
42

G.G0 G.1G - 0.44
8 3 G.51 2 7.30 6.S2 37 7.7 7.66 S.07 十 0.41 7.54

10 2 8.77 1 8.85 S.S0 37 9.43 40 9.3S 9.S2 + 0.4! 9.20
12 5 10.93 1 9.30 10.66 41 10.83 47 10.80 11.43 + 0.63 10.76
14 2 15.07 2 11.00 13.34 26 12.50 30 12.61 12.91 + 0.30 12.2

16 3 15.44 o 15.15 5 15.33 16 14.54 21 14-73 14.2G -= 0.47 13.01
18 3 18.S3 5 16 56 8 17.41 14 15.24 22 16.03 15.50 - 0.53 14.91
20 3 19.97 2 17.85 5 19.12 18 16.59 2: 17.14 16.64 一 0.50 16.14
22 2 18.31 3 18.29 5 18.30 23 17.88 28 17.96 17.69 - 0.27 17.31
21 4 19.78 6 18.23 10 18.S5 19 18.87 29 18.86 18.64 一 0.22 18.41

26 5 19.65 5 19.83 10 19.74 1G 19.91 26 19.85 19.52 - 0.33
一 0.37

19.45
2S 2 22-00 5 19.59 7 20.23 18 20.S5 25 20.69 20.32 20.43
30 — — 7 20.26 7 20.26 22 21.17 29 20.96 21.05 + 0.09 21.37
32 G 21.94 10 21.69 16 21.7S 20 22.03 36 21.94 21.72 - 0.22 o)) ゃr
34 7 22.33 7 20.51 14 21.42 20 22.64 34 22.14 22.33 + 0.19 23.10

3G 7 21.93 12 22.00 19 21.98 27 23.S3 4G 22.48 22.89 + 0.41 23.89
38 2 22.94 8 21.31 10 21.63 21 23.62 31 22.98 23.41 4- 0.43 24.65
40 3 24.08 16 24.34 19 24.30 15 2S.67 34 24.02 23.87 - 0.15 25.37
42 5 22.12 12 23.33 17 22.97 19 24.42 36 23.73 24.29 + 0.56 26.05
44 4 23.29 9 24.41 13 24.07 9 24.0S 22 24.07 24.67 -1- 0.6( 20.70

46 4 2G.3G 10 24.39 14 24.95 16 25.13 30 25.04 25.01 - 0.03
- 0.0:

27.52
48 4 25.95 8 24.32 12 24.S6 13 25.81 25 25.35 25.32 27.90
50 2 27.18 6 24.13 24.89 6 25.14 14 25.00 25.60 + 0.60 28.46
52 1 25.85 8 26.29 26.24 10 26.52 19 26.39 25.84 一 0.55 28.99
54 2 20.G3 6 24.78 25.24 5 26.65 13 25.78 26.06 + 0.28 29.50

5G 1 28.30 26.55 26.99 7 26.06 11 26.40 26.26 - 0.14 29.97
58 1 26.03 26.90 3 26.91 5 25.99 S 26.34 20.42 十 0.08 30.42
60 27.51 27.5] 4 26.9] G 27.11 26.57 - 0.54 30.55
62 4 ・ 26.73 4 26.73 26.69 一 0.04 31.30
64 3 27.88 3 27.88 26.80 - 1.0s :1.65
66 r ( 26.55 1 7 26.55 26.8S + 0.3： 32.03

標準ﾡﾡ=0.4205 釜然誤ﾡ=0.2877 十 5.35
一 5.01

( 4 )

c 樹齡並に生長狀態 ・

形數値に影響す る 樹齢を見る に 0.5m 高伐痕に於け る 年輪救は第3 
表の如く 70年前後の % のが多 く、亦連年城高生長 も減退に傾 く % の 

が多い。•從て本値は樹齢並 に生長經路 よ り見て不均価ごﾡし得ない 

が爲、小出、中雨博士が二十敷年前ﾡ償感林のト ドマツに就て調 

杳 した形數を合算 して、このﾡに補正を加〜たか ら經濟的施業の對 

象たる主林木にﾡては偏備のﾡない敷価ご して論じ得る ご思ふo

第 3 表

野幌産トドマッ形败調査木樹齢一覧表

風倒木、樹幹折解木合計 胸商征10～GOcm

代に於け る 
年 輪 数

役ﾡにがけ る

4 輪 ﾡ 本 数

46 1 100 1
49 — 105 o

52 — 110 —

55 5 115 —

•58 6 120 3
01 1i 125

64 15 130 1
67 35 135 1
70 62 140 4
73 43 145 4
76 6 150 3
79 S 155 3

82 160 —

85 9 165 —

88 4 170 1
91 2

94 2

97 —

摘 要 代拡は 0.3m 商とす。

( 5 )



(2)調 査方法

幹材種の査定けは樹幹折解木、風倒木共中ﾡ博士着樹幹折解 を 川 ひ 

Huber 氏式に依り 2m毎にﾡ分求積せる %ので、風倒木の場合は輪 

尺使用困難の爲め テープで圖周を測定 し、 0.3m 高伐痕のみ八方向 

に直徑 を 實測 した。本調在の幹材積は 0.3m 以下の幹足材積を加算 

せ る 地上樹件全材積を示するのである。

A. 調査方法にﾡする校討

ラー プ測定は第表の如く、輪尺測定に比 しiIﾡに於て約2% 内 

外、所面積に於て約46 内外過大ごなる。概して小徑木は大徑木よ 

め %調推率が大である。テープ測定誤差は精密用到 を缺 く 時、殊に 

樹皮粗流なる老大木、表退木に於ては一ﾡ過大ごなるﾡわるが、風 

倒木に關する調査は可及的愼重を期 したか ら、之が測定説推は第4 
表の数値を超ゆる ごして も極めて僅少な る こ ご ご信ずる。 して聞 

定は客ﾡ分を通じてラープを用ひた爲、其の誤差は各測黙と %大治 

な く、ﾡて幹材積ご しては 4% 内外過大こなるが、樹幹形敷ど して 

は 1% 内外の差異を見るに過ぎない。從て他の因子の影縛に比すれ 

ば以上の如き測定操作に依る誤差に殆んど免諒し得らるゝから樹幹 

折解 に依 る 資料 ご 合算 し て 形敷を 査定 しのである。

( 6 )

第4表 テー プ測定の直征、材積、胸高形數に及ぼす誤差

C 7 )

償

本致
it種殺 

(cm)

消動高5 

(m

出砕折解 
に 依 る 
ボ均径

(cm)

テ ー プ測 
定i代 と 
・右 と の

(+ cm)

テーブ測定に依る 樹ﾡ折

解査定 

(A)

テープ

測定

(B)

(B)_(A)
・

(%)
景準 
(%)

回画預 
/注率 
(+%)

5 1() 0.3
1.3
3.3
5.3

(G.S2)

9.00
8.40
G.16
4.27

0.44
0.23
0.16
0.13

4.33
2.74
2.60
3.04

S.s5
5.56
5.28
6.20

村、ﾡ

0.0219r.0.0230rm, + 5.02 
胸高数 _

0.5840 0.5S0S - 0.55
9 03

1.3
3.3
5.3
7.3
9.3

11.3
13.3

(15.40)

17.33
15.61
14.67
13.38
12.27
9.57
7.91
G.8G

1.07
0.38
0.30
0.33
0.25
0.22 
0.19 
0.20

6.21
2.43
2.04
2.47
2.04
2.30
2.40
2.92

14.04
4.93
4.13
4.99
4.12
4.65
4.SS
5.91

材 、研

61647,,0.173, 工 6.22

関形数

, 0.5596 0.5596 0.0

9 35 0.3
1.3
3.3
5.3
7.3
9.3

11.3
13.3
15.3
17.8
19.2

(20.03)

29 31 
25.35 
23.48 
:2.24 
20.91 
19.24 
17.60 
15.5S 
12.07

7.24
2.14

2.01 
0.57 
0.35
0.41 
0.44 
0.42 
0.34
0.33 
0.28 
0.31
0.06

G.5G 
2.25 
1.49 
1.84 
2.10 
2.18 
1.93 
2.12 
2.32 
4.28 
2.80

14.1s
4.55
3.00
3.72
4.25
4.41
3.90
4.28
4.70
8.74
5.68

村 税

05393m 0.5569flll| + 4.64 

胸高形鉄

'0.5261 0.5266 + 0.10

11 35 0.3
1.3
3.3
5.3
7.3
9.3

11.3
13.3
15.3
17.3
19.3
21.3

(22.48)

44 57
34.91

. 32.32
30.72
28.99
27.58
25.57
22.79
19.44
15.04
9.61
3.32

1.91 
0.55 
0.3S 
0.32 
0.38
0.28 
0.31 
0.40 
0.35 
0.26 
0.2卜
0.07

4.29
1.58
1.18
1.04
1.31
1.02
1.21
1.76
1.80
1.73
2.91
2.11

8.75 
3.18 
2.37
2.09 
2.64
2.04 
2.44
3 54 
3.63
3.49 
5.91 
4.17

材 種

1.100Srm 11343r"

胸高形數

+ 3.04

1 0.5128 0.5119 一 0.18

4 45 0.3 
1.3 
:.3 
5.3 
7.3
9.3

11.3 
13.3 
15.3
17.3
19.3 
21.3 
23.3
25.3 

(26.45)

5S.9S
47.62
43.35
41.83
39.45
37.94
36.41
33.20
31.25
27.23
15.42
14.40

8.80
5.60

2.57 
0.8S 
0.65 
0.40
0.45 
0.44 
0.29 
0.20 
0.25
0.42 
0.29 
0.15 
0.08 
0.05

4.36 
1.85 
1-50 
0.96
1.14 
1.16 
0.80 
0.60 
0.80 
1.54 
1:57 
1.04
0.91 
0.89

8.90 
3.73 
3.02 
1.92 
2.29
2.33
1.60 
1.21
1.61 
3.11 
5.17
2.09 
1.s2 
1.79

材 、積

2.238：｝fn> 3.3897ra

胸高形數

+ 2.78

0.4752 0.4707 -0.95



B 形數穽出方法に對す る檢討

形數は直徑、樹高、 紙率、樹幹曲課指數等の函數と して算出せ

られろ。 之を大別すればの如くであるo
i) 樹幹ﾡ指数の函数 ごする 場合

標準的樹幹曲線を定め、之よ り 求積式を導いて、數理的に形數を

得んとする方法である。

Kunze 氏の式 f= 1
7+1()

但し1= 掛幹山線 指 數 &=ﾡ 高

和田 氏 の 式 =-
,,m 仙 し= 樹幹川 ﾡ指 敷ァーI =ーター

vi) 直徑の 函數とする 場合

直徑の逆數を西数と せる 二次抛物線式

以上の中、Di)i の方法は理論上合適する も、實地調査に際し 

ては直徑率又は樹幹曲線指數の査定困難な為に應用性力必妙な く、殊 

に本道、ﾡ太の如き天然林に於ては最ﾡ木の苦積が多く、之が敷材 

率に及ぼす影響大な る 公、調ﾡ功程を犠牲にして材積査定の正確を 

望むことは考慮を要する。

以上直ﾡ、樹高及び直徑率と 形数と の相ﾡ程度 z檢討するに次の 

如く である。

戸 澤氏の式/=

)
1+v--

do.n 
d,

但し d.n=ﾡ高 0.2 て 
がける画征 

d=ﾡ高征

i) 直ﾡ率並 に樹高 の函數 ごする場合

Kunze氏の式=_ク。+9——Y 但し=H央名

小出氏の 式 f=ーク X (a +一-) 
(1.3\ / s

ト ドマッにﾡしては ・=0.667448;8=0.752385

i) 直徑率の函數とする場合

Schimeurの式 /=1土のキの士2

,% , - d4 g - d ク ー (4
世-" H. " 不', "-4

iv) 直徑並 (に樹商 の 函数 ごする 場合 

山本氏の式 f=Iバ1/9
v)樹高の函數とする場合

樹高 o 逆数 そ 岡数 ごせる 二次抛物線式

f=・+-+- 又は f=ai-w

樹高にﾡする形の相問比

測點 

(m)
相 關 比 供 試 木

1.5 0.7235士0.0374 ﾡ倒木102本
1.3 0.7241士0.0373
1.2 0.6704士0.0432 4

i御に到す ゐ 形数のﾡ間

1.5 Q.S000士0.02s3 風倒木162本

1.3 0.S308士0.0236

1.2 0.7981+0.0285 4

樹高 (に到す ゐ 形數の相關 比

1.3 001400189 樹神折解木S1木

直征にﾡする形数の相開比

( 9 )

1.3 0.9156士0.01S1 ﾡﾡ折解木81本

樹1高5 に勢す ゐ 形數 の 相關 比

1.3 0.8021±0.0229
八 倒 木 
樹幹折木243木
合 計

( 8



直征に到す る 形数の相開比

1.3 08389士0.0101
風 倒 木 
ﾡﾡ木243本 
合 計

商御料 に到す る 形数の利調

1.3 0.93S9 土 0.0076

本調査に依り て 見 る (て樹商高 ご 形数 ご の 相關 は 樹幹解折木 に 見 る が 

如く 地位的差異渺な く 且つ暴価木、彼旭木等極端なる生育状態の% 

の を除く 時は可成高次の相關 を呈す ゐ が、風倒木の如 く 各地位、各 

生育狀况を網羅す a 時は相關度は劣る o 從っ て樹商 ご 形数 こ の相開 

度は各異る地況、林况に跨るベルト ト ランセク ト調査の如き場合、 

殊 に調査本數勘 な い『 はかなり低いるのである。

形數の直徑に對す る 相關比は樹高に對す 3 よ り %利高で、殊に 

風倒木調査の如く 午地位、各生育相に涉 3 場合 には一局高次で あ 

る。概 して天然林 に於 て は直ﾡ (に到す る 形數の相關度が樹高 に割す 

る よ り %一ﾡ大でわ ゐ こ とは三為氏の極太保呂試驗林に於け ろ次の 

調査成績 よ ら ・ﾡひ得る。

形數の樹高 に對す る 相關比 0.916 士 0.003
形数の直ﾡ " 0.927 土 0.003

形數の直徑率に對する相關比は著しく大で、各異なる地况、林况 

そ包合する場合に於て%、その相關度は殆んど均しく 大である。而 

し直徑率は實地應用上極めて複雜で困難を伴ふか ら Tor Jonson 氏 

の如 く 絶ﾡ形料に依つて形状級を大別 し、各級毎に形數を樹高の函 

数ど して示す ことは今後の研究に俟ち たいと思ふ。

測高別形数の樹高にﾡする相閲比は 1.3,1.5,1.2m の順で、1.5 
m と l.5m ごの差異は松めてﾡないが、1.2m は 稍劣る。亦直徑 に 

ﾡする相ﾡる同様に、1.3, 1.5, 1.2m の順で、1.3m がる大でわ 

る が、樹高の場合よ り %相互間の異はせない。 蓋し測照低い程形 

數値は小と なるが、測部のﾡ面積は不整こなる公、相関度は小こ 

なら、父測商高い程ﾡ面i積の形状は整正さiれるが、形數大となる為 

相關度は寧ろ低減 される 結果 ごなる。

以上の如く形數は樹高の函數とする も直徑の函数とする も大なる 

徑庭はないが、樹高の西数を有利 と する 願は資材調査に於て樹高は 

不均 出 線 ごして 査定せ ら オ しる から、單木的 に はかな り 誤差 を有して 

%、樹高 名函數とす a形數値の爲に材積誤差は多少緩和せられ る こ 

と で あ る o 今一例 と して北海道盛材積表に依 ら 24m の樹木が26m ご 

して調測された場合を見るに樹商過大の爲、 材積にかて 8.836 
大する倍なるる、形數値の低減 に依り 多少緩和 されて 7.6996 の増 

ごなり、又 これに反して 26m の樹木が 24m ご して誤測 された場合 

%同様に樹高の過少にく材積説差 -7.69% は形數値の増大に依り 

多少級和されて -5.97% "なる。直衝の岡ﾡビする場合には右の様 

な誤差の緩和が不可他な為に形數は普通樹高の函數と して計算 され 

て居る。

形数 を 樹高 の 函數 ごして 算出するの に次 の方法が ある。

i) 各樹高階毎の材積總計を胸高 (又は目通) 斷面積計と平均樹 

高 と の相乘積で除せ る 商を以て形数ごする 場合。

F__ M__ _?+十ム十・....・+ムn_
G.H (g1 +ga +g +...... +ga)H
I 1 H=ム+と土ム土+ク 
一 z

i) "木毎 (に査定せ る 形數 を 樹高階毎 (に合算 し て 不均 す a 場合。

ii) 各樹高階に就て區分測無毎に直徑を合算 し、之を算術平均せ 

ゐ 樹幹か ら形数を 査定す る 場合。

以上の の方法が最も適確な數値を與ふる %ので、本調査はこ 

れに依つてイ定しこるのである。今 23m 階の胸高形數 (1.3m商高)

( 10 ) ( 11



に就て比較する に i) の方法 0.4984, ii) の方法は 0.5038,iii) の方 

法は 0.5011 で、ii) は i) にﾡし +0.00 54, ち 1.086 過大に、i)
は i) (に到して *0.0027, 叩ち 0.54% 過大に査定される。蓋し 23m 
階に就て 直徑の大小 ご形数 ご の開 

係 を 見る に第 5 表の如く概して形 

數は 直徑 こ 地地例 し •徑級小 な s
% の程大、形級大な るる の程小 

とな る傾向があ る故に ii) のガ法 

に佐 ろ 時は 形数値 材iの 比 例 に 

42て配分きれず、Mにﾡ獲正均) 

きらゝに過ぎないから過大製価 

を典→。iii) の方法け査定価がﾡ
・

の比例で配分されるから i). ii) の 

略中間 価が得 られる。面し之等の 

誤差は 1% 内外であ るから、他の 

因子の影響を考ふ る 時は除 め 重視 

を要しない。

(3)調 査

第5表

同一樹高階 に 於 ける 

徑級に依 る 形敷の謎化 

23m階D5形数表

関高it西 

Ccm
ﾡ付数 D i 形 数 , 

(1.3m)

25 1 0.5220

30 7 0.517:

35 7 0.5163

40 13 0.4991

45 4 0.5026

50 3 0.4757
55 1 0.45:1

合 計 36 05039

成績

i) 本試驗林に於ける樹高階別胸高形數

本試驗林に於け る胸商形数(1.3m高)は第6表の如く樹高の逃敷を 

函數とせる二次抛物線式、即ち F.=0.37092+3.91065——6.45951 
(す) と見て大過ない。之を三氏のﾡ太保日産針葉ﾡにすれ 

はば第 8 表の如く、18m 以上の主林木の形数値は小 ごなり、又中島博 

士の本道產針葉樹に比すれば概して過大な値を與ふる力ヾ、樹商を埼 

す に從ひ其差異 を 漸減 し、樹高 28m(に於ては之ご合致して居る。

( 12 )

第6表 野幌産トドマジ高形数線 (現在価)

山 ﾡ式 = 0.37022 + 3.31005-一 - 6.45951-

ﾡ 内 造 

Cm)
平 均 ﾡ満 

(m)
賞測 本 致 實測形数値

仙執式に依 
る 算 出価

實 測 価 
との

5 4.92 8 0.7443 0.7540 + 0.0097

6 5.80 : 0.7167 0.7259 + 0.0092
7 7.12 4 0.7046 0.6973 一 0.0078
S 7.9ミ 2 0.6523 0.076 + 0.0185
9 S.9S 3 0.6006 0.6475 + 0.0469

10 10.27 0.6690 0.6267 -0.0423
11 10.88 3 0.6204 0.6085 - 0.0119
12 11.78 0.6181 0.5931 - 0.0259
13 12.98 4 0.5S35 0.5790 -0.0045
14 13.70 o < 0.5709 0.5665 -0.0044
15 14.95 3 0.5527 0.5560 + 0.0033
16 16.40 1 0.5313 0.5457 + 0.0144
17 16.83 7 0.5386 0.5364 - 0.0022
18 17.98 9 0.5475 0.5287 - 0.0188
19 1S.90 14 0.5287 0.5210 -0.0077
20 19.96 18 0.5139 0.514G 卜 0.0007
21 21.02 29 0.5023 0.50S2 + 0.0059
22 21.95 22 0.5006 0.5027 + 0.0021
23 22.98 36 0.4984 0.4976 - 0.000S
24 23.94 20 0.4974 0.4931 -0.0043
25 24.92 24 0.4919 0.4883 -0.0036
26 25.S6 16 0.4823 0.4841 + 0.0018

.27 27.01 14 0.4773 0.4800 + 0.0027
28 27.93 8 0.4651 0.4764 + 0.0113
29 28.80 2 0.4717 0.4732 + 0.0015
30 0.4700

-0.1280 
標準課洋 =0.01577 十 0.1328
i然ﾡ達 =0.01064

本値 ご 二十敷年前小出、i 雨博士が同 じ く 本林で調査せ る 形数 

ごを合算せる本均価はﾡして本曲線よ り多少低い數値を與へ、第7 
表の如き 曲線式で表示 し得る。F,..=0.38825+2.79265-1--5.14156 
(寺)’即ち同一地域の トドマツを對象とするにも拘らず、現在値ご

( 13 )



既往調査価ごの相違す るのは主ご して長盛な 少木の形敷は芝 

変期に入つ cるの に比 して小なるとこ に因す る。合算値は 中島博 

士の本道産針葉樹形敷価に可成近似 し、殊に樹高大 ごなる に従ひ共 

差は漸減して居る。

第7表 野幌產 トドマッ胸高形數曲 課 (e:t劇l査合媒働 

山線式 F..s = 0.38325 + 2.792651 -5.141 5G- し
H1

ﾡ課ﾡ =0011315 -0.0834
器然誤差 =0.00 7632

樹 高 階 

(m)
平 均 樹 75; 

(m
實 測 本 数 賞形数位

曲線式に依 
ろ 銃 III 価

賞t 測 価 
との迫

5 4.97 4 0.7377 0.7301 - 0.0016

6 5.80 o 0.7107 0-7058 -0.0109

7 7.00 12 0.6709 0.0774 + 0.0005
・ 8 7.84 8 0.6153 0.6591 + 0.0368

・ 9 9.03 7 0.6203 0.0303 + 0.0100
10 10.10 6 0.5970 0.6111 + 0.0141
11 11.03 8 0.601i 0.5944 - 0.0070
12 11.86 7 0.5929 0.58「4 - 0.0125
13 12.92 10 0.5718 0.5077 - 0.0041
14 13.98 13 0.5752 0.5564 - 0.0185
15 15.C4 14 0.5608 0.5469 - 0.0139
16 16.19 10 0.5355 0.5377 + 0.C022
17 •17.04 19 0.5332 0.5295 - 0.0037
18 17.93 14 0.5420 0.5226 - 0.0194
19 18.94 23 0.5245 0.5157 - 0.008s
20 20.00 29 0.5124 0.5100 -0.0024
21 21.03 40 0.5024 0.5044 + 0.0020
22 22.00 30 0.4975 0.4995 + 0.0020
23 22.96 41 0.4953 0.4950 - 0.0003
24 23.94 22 0.4943 0.4910 - 0.0033
25 24.92 24 0.4919 0.4867 - 0.0052
26 25.86 16 0.4823 0.4831 + 0.0008
27 27.01 14 0.4773 0.4794 + 0.0021
28 27.9: 8 0.4651 0.4763 + 0.0112
29 28.80 2 0.4717 0.4734 . + 0.0017
30 0.4706

十 0.1119

( 14 )

第8表 ﾡが炎 産針葉樹ﾡ高形ﾡ

( 15 )

樹 高 階 

(m)

樺大産業樹

三 島 氏訓査

北海道産針葉樹 

小 出、H 島 
兩 博 士 調 査

野幌産 ト ドマッ

現 在 訓 査 値 匹往調査 
合算値

5 0.683 0.702 0.7540 0.7361

6 0.64s 0.660 0.7259 0.7058

7 0.623 0.636 0.6973 0.6774

8 0.G05 0.612 0.6708 0.6521

9 0.589 0.592 0.6475 0.6303

10 0.578 0.576 0.6267 0.6111

11 0.569 0.564 0.6085 0.5044

12 0.561 0.552 0.5931 0.5804

13 0.554 0.543 0.5790 0.5677

14 0.549 . 0.534 0.5665 0.5564

15 0.544 0.526 0.5560 0.5469

16 0.539 0.519 0.5457 0.5377
17 0.535 0.514 0.5364 0.5295
18 0.532 0.509 0.5287 0.5226

19 0.529 0.504 0.5210 0.5157
20 0.526 0.500 0.5146 0.5100
21 0.524 0.495 0.5082 0.5044
22 0-521 0.492 0.5027 0.4095
23 0.519 0.489 0.4976 0.4950

24 0.486 0.4931 0.4910
25 0,482 0.4883 0.4867

26 0.480 0.4841 0.4831
27 0.478 0.4800 0.4794
28 0.476 0.4764 0.4763
29 0.474 0.4732 0.4734
30 0.472
31 0.470
32 0.468
33 0.467
34 0.465
35 ・ 0.464

摘 ﾡ
三ぬ想氏 ﾡ太中央試験所ﾡ報 第2類第3戦 ﾡ和S年

小出、屮鳥兩博士 ﾡ沼林研究報ﾡ 三號 大正5年



ii) 測點高に依る形數の差異

に測7 に依 る 形數の相違 に關 し て は實測せ ゐ 責料が1 62 本に 

過ぎないﾡ、相互の關係 を適確に求む るここ は四ﾡであ るか ら次の 

樣な間接的方法で算出したり

G... H=F... G,.. I=M

. F.。_ G.. _ Di.・・ F..- G... D. .

本調省資料 690 本の 162 本は前記形数算出に川ひた風倒木に 

就て査定せる もので、528 本は立木に就き 1.2,1.3,1.5m の測 

の直ﾡを テーブで精密に査定 し、樹は麻生式測商器で測定せる % 

のでわ るo
以上両資料は樹商曲線 より見て殆ん と 差異がな か ら、測ﾡ商5に 

依る面ﾡの細り %略等しいご推定し得ら ゐ ・ 放、本武料を合算 し 

て、測除に依る直律の相違を比較する に第 9, 10 の如く略直線的 

相開側係がなし、次式で表示 し 得 ゐ 。

D,aao,=*0.0557+0.9819D,..w.w,
Du.ka,=-0.0340 + 1.0115D,..o.

本道、ﾡ太産針葉樹に関す る 測ﾡ商高 に依 る 直ﾡの興 に就 ては第 

11本の如くぬ 博士i並 に村博士 の訓査成績がある。h励 博士 の 天 

・ﾡ習林産トドッ、 エゾマッ、 メエゾマツにﾡする訓査成紙は 

本調査値に比 し稍々過大な數値を與ふるが、右は地況、林况の差異、 

殊に倒木更新で成立せ るエゾマッ、アカ エ ゾ マ ッ等の混が多 い の 

(に依る %のご思ふ。中村博士のﾡ太大ﾡ習林にがけ る調査成績は 

本調査に近似して居る。

第9求 測 熟高 に依る 直. 徑 の差異 (一)

Di.5(cm= 0.0557 + 0.9849D1.axcm)

it 徑 

(m)

7; 
殺

ﾡ i 1.3m
Tt 測 ii ﾡ 

Ccm)
實 測 本 数

1•

回 通 1.6m it 徑

孤 測 値 

(Cm)
計介 価 

(Cm)
右げ者の述 

(Cm)

6.91 31 6.14 6.17 + 0.03

s.17 39 S.09 S1C + 0.01

1( 10.13 38 10.02 10.03 + 0.01

19 11.93 49 11.80 11.S1 + 0.01
14 13.S4 28 13.72 13.69 - 0.03
1C 15.99 1s 15.82 15.80 - 0.02
1s 1s.13 19 17.97 17.91 一 0.06

20 19.90 20 19.63 19.66 + 0.03

22 21.89 20 21.68 21.62 - 0.06

94 23.8i 95 23.60 2.54 - 0.00

20 25.79 21 25.56 25.46 - 0.10

28 27.97 23 27.62 27.60 - 0.02

30 30.07 29 29.67 29.67 0
32 31.70 30 31.36 31.2S - G.0s

34 34.07 27 33.05 33.61 - 0.04

36 36.06 39 35.00 35.57 -0.03

38 :37.91 29 37.51 37.39 一 0.12

40 40.08 31 39.47 39.53 • + 0.06
42 41.94 31 41.34 41.36 + 0.02

44 43.9S 18 43.41 43.37 - 0.04

46 45.90 26 45.22 45.26 + 0.04

4s 47.76 21 46.99 47.09 + 0.10
50 49.sS 19 4S.99 49.18 + 0.19
52 51.86 18 51.21 51.13 - 0.08
54 54.07 11 53.33 53.31 - 0.02
56 56.14 10 55.53 55.35 -0-18
5S 5S.11 7 57.00 .57.29 + 0.29
00 59.93 6 59.05 59.08 + 0.03
62 61.90 4 61.00 61.02 + 0.02
64 63.77 3 02.07 62.86 + 0.19
66 65.49 7 64.71 64.56 -0.15

十 1.03
標準ﾡﾡ =0.09578 - 1.09
釜然課ﾡ =0.06460

( 16 ) C17 )



- 0.74
一 0.71

第10表 測ﾡ高に依る直征の異 (二)

Di.acom)= -0.0340 +1.0115 D1.axem)
・

胸 高 胸 高 1.3m 胸 高 1..m 徑

itt ﾡ 級 賞測i 径 賞木数 實 ﾡ 価 計 ﾡ 値 石両のﾡ

(m) Ccm) (cm) Cem) ・Cm)
1 

6 0.21 31 6.25 6.25 0

8 8.17 39 8.25 S.23 一 0.02

10 10-13 38 10.22 10.21 0.01

12 11.93 42 12.03 12.03 0

14 13.S4 28 13.93 13.97 + 0.04

16 15.90 1s 16.14 16.14 0

18 18.13 19 18.36 18.30 - 0.00

20 19.90 20 20.10 20.10 0

22 21.89 26 22.04 22.11 4- 0.07

24 23.84 25 24.09 24.08 -0.01

26 25-79 21 26.02 26.05 + 0.03

28 27.97 23 28.21 28.26 + 0.05

30 30.07 29 30.40 30,38 - 0.02

32 31.70 30 31.97 32.03 + 0.06

34 S4.07 27 34.46 34.43 一 0.03

36 36.06 39 36.34 36.44 + 0.10

38 37.91 29 38.28 38.31 + 0.03

40 40.08 31 40.45 40.51 + 0.06

42 41.94 31 42.34 42.39 + 0.05

44 43.98 1s 44.3s 44.45 4- 0.07

40 45.90 26 40.40 46.39 -0.01

4s 47.76 2] 48.29 48.2S -0.01
5C 49.ss 12 50.3S 50.45 4- 0.04
52 51-8( 52.39 52.49 4- 0.03
54 54.07 54.60 54.6 0
5( 56.14 1 ). 56.7 56.7 + 0.04
58 58.11 58.9 58.7 - 0.23
6( 59.9: 60.7 60.5 9 - 0.13
6 61.9 4 62.7 62.5 s - 0.12
6 63.7 3 64,5 3 64.47 - 0.06
6 05.4 7 66.1 4 66.21 + 0.07

第11表 測黙高に依る直征のﾡ興 <三)

標準課 =0.06669
ﾡ然誤 =0.04498

胸751.3m 1.2m 商 徑 朋高 1.3m 目 • 通 1.5m ir 徑

itt ﾡ 級 

(cm)
トドマツ 

(cm).

計 L:
関査値 

(Cm)

村 L: 
調 査 値

(Em
it 徑 級 

(cm)

野 桃 産 
ト ド マ ツ 

Cem)

中島傳1: 
制査 値

(CmD

G.04 6.20 5.97 5.97
8 S.06 8.23 s 7.93 7.76

10 10.0S 10.26 - , 9.90 9.71

12 12.10 12.9S 12.0 11.S7 11.67

14 14.13 14.63 14.0 19.94 13.02

16 16.15 16.44 16.0 15.81 15.5S

1f 18.17 18.37 1$.1 17.7S 17.54

20 20.20 20.40 20.1 19.75 19.50

.22 22.32 22.43 22.0 21:72 21.45

24 24.24 24.46 24.1 23.69 28.41

26 26.27 26.4s 26.1 25.06 95.36

28 28.29 2851 2s2 27.63 27.32

30 30.31 30.54 30.2 o 29.00 29.27

32 32.33 32.57 32.2 31.57 31.23

94 3436 34.60 343 33.54 33.1s
36 36.38 36.69 36.3 35.51 35-14
38 38.40 8S.05 3s.3 37.4s 97.10
40 40.43 40.6S 40.4 39.45 39.06
42 42.45 42.71 42.4 41.49 41.01
44 44.47 44.74 44.4 43:39 42-96
46 46.50 46.77 465 46 45.36 :44.93
4s 48.52 48.S0 4S.5 4 47.33 46.SS
50 50.54 50.S3 50.5 50 49.30 4s.s4
52 52.56 53.85 52.6 . 52 51:27 50.79
54 54.59 54.86 54.7 54 53.34 52.74
56 56.61 56.91 56.7 5G 55.21 5470
56 53.63 5S.94 5S.7 5S 57.1S 56.66
60 G0.0G 60.97 Go.s 60 59.15 5S.01
69 02.0S 69.00 ・62 61.12 00.57
64 64.70 65.02 64 0:.09 62.52
6e G6.7: 07.05 GG 05.0f G4.4S

野幌産 トド マ ッ D1..=-0.0340+1,0115D1.sccm)
D1.;= 0.0557+0.9S49D1.am,

中 島博士調査値 北海林業命 

報35色に依る。

hA士訓責式 Dn.:=
Di.s

=-0.1 159 +1.01423D1.3ccm)
=・ 0.005310.97794D1.xem)

中村博士加支値 東1帝田大 

ﾡ召林報ﾡﾡ12ﾡに償る。

( 18 ) (19 )



前記測願に依る直徑の相違の關係式から、1.3m の胸高形數を 1.2, 
1.5m の客形敷に換算するに第 12,13 表の如く であ る。

第12表 野幌産 トドッ目通 形數

1.3m 高形数封 L5m 形ﾡの換算

( 20 )

樹 

商 

階

(m)

it
(c

徑 

n)
( D,.\ Di5ノ

形 製

現 在 位 gEt別査合算価

1.3m 1.5m 1.3m 1.5m 1.3m 1.5m

5 4.95 4.921 1.0118 0.7450 0.7538 0.7361 0.7448

6 5.92 5.877 1.0147 0.7259 0.7366 0.7058 0.7162

7 6.88 6.824 1.0165 0.6973 0.7088 0.6774 0.0886

8 7.92 7.850 1.0179 0.6708 0.0828 0.6521 0.0038

9 9.06 8.97G 1.0189 0.6475 0.6597 0.6303 0.6422

10 10.22 10.121 1.0197 0.6267 0.6390 0.G111 0.6231

11 11.46 11.343 1.0207 0.6085 0.0211 0.5944 0.6067

12 12.78 12.643 1.0217 0.5931 0.0060 0.5804 0.5930

13 14.14 13.982 1.0227 0.5790 0.5931 0.5677 0.5800

14 15.62 15.440 1.0235 0.5005 0.5798 0.5504 0.5095

15 17.20 16-996 1.0241 0.5560 0.5694 0.5409 0.5601

16 18.88 18.651 1.0248 0.5457 0.5592 0.5377 05510

17 20.64 20.384 1.0254 0.5364 0.5500 0.5295 0.5429

18 22.66 22-374 1.0258 0.5287 0.5423 0.5226 0.5361

19 24.80 24.481 1.0262 0.5210 0.5347 0-5157 0.5292

20 27.20 26.845 1.0266 0.5146 0.5283 0.5100 0.5236

21 30.00 29.603 1.0270 0.5082 0.5219 0.5044 0.5180

22 32.92 32.479 1.0274 0.5027 0.5165 0.4995 0.51:2

23 36-42 35.926 1-0278 0.4970 0.5114 0.4950 0.5088

94 40.62 40.062 1.0280 0.4931 0.5069 0.4910 0.5047

25 46.01 45.362 1.0284 0.4883 0.5022 0.4867 0.5005

26 54.00 59.240 1.0288 0.4841 0.4980 0.4831 0.4970

27 64.00 63.080 1.0290 0.4800 0-4939 0.4794 0.4993

第13表 野幌産 トドマ ッ 胸高 1.an 形数

1.3m 高形致討1.2m5形数の換算

( 21)

樹

75

Cm)

it
(e

ﾡ 
n (ギ)

形 製

現 在 価 旣往調査合算値

l・3m 1.2m 1.3m 1.2m 1.3m l-2m

5 4.95 4.981 0.9876 0.7540 0.7447 0.7361 0.7270

6 5.92 5.960 0.9SG6 0.7259 0.7162 0.7058 0.6963

7 6.88 6.930 0.9857 0.6973 0-6S73 0.6774 0.0i677

8 7.92 7.980 0.9851 0.0708 0.6608 0.6521 0.6424

9 9.06 9.132 0.9843 0.6475 0.6373 0.6303 0.6204

10 10.22 10.304 0.9s37 0.6267 0-6165 .0.6111 0.6011

11 11.46 11.558 0.9831 0.6085 0.5982 0.5944 0.5844

12 12.7S 12.893 0.9825 0.5931 0.5827 0.5S04 0.5702

13 14.14 14.269 0.9S21 0.5790 0.5686 0.5677 0.5575

14 15.62 15.766 0.9815 0.5665 0.5560 0.5564 0.5:61

15 17.20 17.361 0.9813 0.5560 0.5456 0.5469 0.53m7

16 18.88 19.063 0.9809 05457 0.5353 0.5377 0.5974

17 20.64 20.843 0.9807 0.5364 0.5260 0.5295 0.5193

18 22.66 22.S87 0.9S03 0.5287 0.51s3 0.5226 0.5123

19 24.80 25.051 0.9800 0.5210 0.5106 0.5157 0.5054

20 27.20 27.479 0.9797 0.5146 0.5042 0.5100 0.i996

21 30-00 30.311 0-9795 0.5082 0.4978 0.5044 0.4941

22 32.92 33.265 0-9793 0.5027 0.4023 0.4G95 0.4892

23 36.42 36.805 0-9791 0-4976 0.4872 0.4950 0.4847

24 40.62 41.053 0.9790 0.4931 0.4828 0.4910 0.4807

25 46.00 46.495 0-9789 0-4883 0.4780 0.4867 0.4764

26 54.00 54.5S9 0.9788 0.4841 0.4738 0.4S31 0.4728

27 64.00 64.710 0.97ミ7 0.4800 0.4698 0.4794 0.4692



in現行立木材積表に對する檢討

均しく ト ドマッ、エゾマッ を 對象 こするにる 拘 らず、各官Mに依 

め 形数価は第 8炎、第1園、第2回の如く若しく 相述して屈る。勿論 

これに測熱高の相違に %因 す る が、各測熟の形數間 には夫々密接 

な相互的關係を有するから、 かゝ る形數値の不自然な著しい差異に 

就て は必然疑問が生ずる。ﾡて之にﾡし本調査価を礎こ し、之に 

旣往の 調査成績 を 加へて 一應檢討 して見る 必要があ るo

(1) 北海道廳の形數表

1.5m 需測黙の形數に換算せる 本調査値(既往調査合算値)(は道! 

形数ご比較して第14表の如く権して 2～48過大ごなつて屈る。蓋 

し樹高階別形數曲線は地况、林況や、ﾡ査木の4育状、樹節等に 

對す る 普遍的平均値で 加 ゐa か否か に 依 っ て 相述す るるので、本訓査 

値に於ける低、中位の樹高5階の形敷値が利々大であ ゐ のは常武感株 

には一齊林分が多 く、従つてかゝ る樹高階に於ては被曜木、側木

多 く、自由な生育狀態 に あ る 伸長旺盛な %のが少ないこご (に岡 

するる%ので。ス 22m 以 上の 主林木 の形数の 一ﾡ過大 な の は 本間省資 

料には倒木更新に依るﾡ上 め 狀態の % のが地な く、ﾡして第 9,lO, 

11 の如く 測部の直ﾡの細 り 小な ゐここゝ、 ヌ本資料は本道國 

有林全般 ご 比較すれば立木度大 に、從っ て 完市度大 なるるの が多 い 

傾向 あるこご に く るのであらう。

第14表 目通 1.5n, 形數比較一覧表

摘 要 和川氏式 F=——"一, 一"一, 仙し n=ート- に して,b=1.5m とす。I十L 7い11 - 1 O

高

(m)

北海道性

形 致 杰

和I 氏

に依る

弊川 値

和I氏式 

封 道 L 
形ﾡの 

比 率

(9%

野 幌 産

ト ドマツ

合算 値

野 幌 産 

ト ドツ 

合算仙封 

道ﾡ形数 

の比率

c9の)

和山氏式 

に 依 る 

1.5 m 對 

1. 2 m 形 

ﾡの北率率

C26)

野 製 彦 

合少価の

1.5m到 
1.2m形 

數比率

(9%)

0.7465 0.715S 96 0.74is 100 109 102
0.7020 0.6639 95 0.7162 102 107 103

0.6718 0.6315 94 0.6886 103 106 103
8 0.G437 0.6086 94 0.6638 103 105 103

9 0.6270 0.5916 94 0.6i23 102 105 104

10 0.6109 0.5785 95 0.6231 102 104 104

11 0.5959 0.5683 95 0.6067 102 104 104

12 0.5821 0.5598 96 0.59:0 102 103 104

13 0.5695 0.5529 97 0.5S0G 102 103 104

14 0.5581 0.5462 98 0.5G95 102 103 104

15 0.5477 0.5119 99 0:5001 102 103 104

16 0.5382 0.5375 100 0.5510 102 102 104
17 0.5296 0.5337 101 0.5429 103 102 105
18 0.5216 0.5904 102 0.5361 103 102 105

19 0.5144 0.5264 102 0.5292 103 102 105

20 0.5077 0.5247 103 0.5236 109 102 105
21 0.5015 0.5222 104 0.5180 103 10: 105
22 0.4958 0.5201 105 0.5132 104 102 105

23 0.4905 0.5181 106 0.50sS 104 102 105

24 0.4856 0.5102 100 0.5047 104 102 105

25 0.4810 0.5146 107 0.5005 104 102 105
26 0.4707 0.5131 108 0.4970 104 102 105

27 0.4727 0.5116 108 0.4934 104 101 105

28 0.4G89 0.5103 109

29 . 0.4054 0.5091 109
30 0.4621 0.5079 110

( 23 )



(2)樺太ﾡ材積表

槿太廳の材積表は樹高曲線によ り地位をWI等に分ち、夫々商ﾡを 

西敷こせる 軍材積 を算出して屈るが、右材石 よ め 逆算せ ゐ 樹商崎別 

胸高形数(1.3m)は第15表の如く、可成過少で、野幌産トドマツ 

胸商形数 (現在、旣往合算値) の 88% 内外、北海道廳使川形敷 (目 

形数をﾡ商に換算) の 926 内外に常り、伐ご未木ごを除去せ 

る 成材部分 に相常 して居るこごは次の如 き 丸太採材率(立木 に 對 す 

る採材丸太皮付實積百分率 の調査例に依つて窺ひ得ら る、。例 

ば胸高直ﾡ 98.7cm, 樹高 29.8m,材積 1.3580f, 胸高形数 (1.8m商) 

0.5011 なる標準木の採材に當 人 伐ﾡ高を 50cm こ し、及付不均直 

徑 15em 以上を未木ご して伐 り 殘す場合の成材率は 91.5% である。

1.3530- 0.0818=伐痕 + 0.0826 = 未木) * ]00 = 91.5%

又、第16よの如き成材ﾡに閲する訓布例に徴するるい、ﾡ太ﾡの形 

数は成材形数ご見て大過が無い。之等形數の平均値は略 0・45 ごな 

り、從ひて本表に依る林分蓄積は一率に 0.45 を形數とした解材積 

表に依る蓄積と略等しい こ なる。

( 24 )

第 15 表 ﾡ 太 魔 胸 高 形 數 表

(同 針葉樹皿木材積表 よ り 樹高階別に 算出す

樹 地 位 製 野 幌
野幌 の 
形数封

北海 道 出 
の形数に

Cm I I ロ I 平均
ルク 巡 
平均価

する比 
(2%

對する比率 

(C%)

1o 0.5313 0.5108 0.5211 0.6111 85.3 89.6
19 0.4095 0.5089 0.4929 0.5065 0.5020 0.5804 s6.5 90.0

14 0.4761 0.5104 0.4185 0.4978 0.4861 0.4961 0.4858 0.5564 87.3 90.8
16 0.4872 0.48s4 0.4S07 0.4745 0.4s11 0.4s25 0.4815 0.4831 0.5377 s9.s 93.4
18 0.4818 0.4674,0.4722 0.4665 0.4733 0.4673 0-47C6 0.4713 0.5226 90.2 93.8

,20 0.4639 0.4593 0.45S6 0.4578 0.4592 0.4569 0.4590 0.4592 0.5100 90.0 93.6
22 04491 0.4456 0.4i90 0.4459 0.4478 0-4456 0.4465 0.4471 0.4995 89.5 93.1
24 0.4368 0.4347 0.4359 0.4352 0.4371 0.4346 0.4357 0.4910 88.7 93.2
26 0.4263 0.4240, 0.4203 0.4238 0.4264 0.4209 0.4256 0.4S31 88.1 91.6
2S 0.4142 04140 0.4158 0.4131 0.4143 0.4763 s7.0 91.4
30 0.4086 0.4064 0.40S4 0.4073 0.4077 0.4712 86.5 91.0

平均 88.1 91.9

摘 野幌の形数 と は 野幌産 トドー ッ の現価、凹tt:価 を 合算せ る 胸高形致

北海道廳の形數 と は同般 目 通形数を D1.5==0.0557+0.9S49D1.sccn) に依り 胸高形
要 数に換算せ る も のであ る ○

第16 本道産針葉 樹 の 成 材 率

( 25 )

樹 種 胸 75 iut 催 
Ccm)

樹 商

(m)
幹 村 税 

(m)

道材太材式 成材率

皮付實钺 

ms

度 付丸 太 
賞積百分 

(2%
エゾマツ 300 19.4 0.597 0.5233 88.5

30.0 21.8 0.841 0.7509 89.3
38.0 26.2 1.430 1.2919 90.3

ク 38.0 23.4 1.279 1-1013 86.1
42.0 30.9 1.934 1.739S 89-9

ク 44.0 29.4 2.134 1.8305 85.8
64.0 34.8 5.141 4.5906 89.1

ト ド マ ッ 26.0 231.2 0.555 0.5007 90.2
ク 26.0 18.4 0.552 0.4888 88.6

28.0 24.5 0.823 0.7680 93.3
30.0 21.2 0.810 0-7280 89-9

ク 32.0 23.9 0-967 0.SS74 91.8
ク 32.0 25.1 1.082 1.0032 92.7

36.0 23.2 1.166 1.0257 88.0

摘 ¥ ・小山ﾡ士氏査 林み令誌第19谷 9 ﾡに 依る



(3) 帝室林野局の形数表

野幌産 トド マ ツ の調査料にい て市室林野局の形数求を校討す 

る に、本次の如く幹繰式に兆い て理論的に算出せる % のであ

る o

114=0.9

(+1) ("一1) (1) 7Z
__樹商 

ﾡ高(1.2m)
本式は幹曲線簡易式 y=α-bn……(2) (但 し はーー<<1, 

力 はﾡ面よ り の距離、yx に於ける 半徑、a. 0 常数) より誘・

F

導せる %ので、之が樹仲材種次の如く求められる。

V =/fな = (a- のx")&= TH(4- 0 —— H一)

次 (て胸 商高部じに 於 け る ﾡ柱材積 W = THR= THI( α - りパ") でゐる 

か ら胴商形数は次の如く 算出せ られる。 ・

, Hm
c - 0-------- --

F - V - F 二______ +1
W a-0い"

(2) 式から a=oH" なる放、=ーー ご»けば

bHm-6-→-F= ?十1- ?L _ ク〃 2
四H-の『 (+1)「1-()) (+1)(ゲー1)

本幹曲線式は幾曲願 I 個そ有し、頂ﾡに於ける線への切線は横 

軸に直角で、求積式を誘導することは容易であらが、沼數値の如何 

に依って現實の梢端と必しも一致せぬことは吉田博士が測樹學要論 

で述ぶる處である。常數値 a は =ィーム"に於て *=。 ごすれば

=α ごなり、底而半徑の次乘な る こと そ知るが、1 し a ははッ の 

数値を左右し。延ては形數値に影響す る ことが大であ るか らの如 

く算出する必要がある。幹線上の二ﾡの下底よ りの距離を x,a

( 26 ) 

ど い =1 v1: なる s を選定し や1, やs,やs の牛征を夫々1 
, ・ごすれば a=ーリー ごなる。 mjしa の値は幹川線の 

走 向 を 代表す る ﾡ準 とな る べき 願 の選定 を要い そ の位間如何に依 

つて可戯ﾡ違するるので、ﾡ商階 24m の標準的平均樹幹に就いて 

計算す ゐ(に第17 表の如くである。

に w の価は 0.9 •と 固定せる数値でな く、第18表の如く樹高階 

の大小 に依 っ て 可成振幅が ある。

第17表

和 m 式 (に於 け a 算出 法 に依 ゐ 胸商i.aw 形数の振幅 

調査木 関商［伴 42.0cm,樹高 23.SGm, 村税 1.63917ms

C 27 )

測 
點

年
ゆ出位と 
賞 価

少川価

算出価と 

賞t測価
半 御 
姉価

算出価と 
實 測価 4 徑 

ﾡ価

算出価と 
實 測価

高 T河価 の 差 の ﾡ の 龙 の 差
(m) 「cm (Cm) (Cm) C cm) (Cm (cm) (Cm) Ccm (Cm)

0.3 94.5 25.5 + 1.0 21.8 - 2.7 21.8 - 2.7 21.8 -2.7
1.2 21.2 23.1 + 1.9 21.0 一 0.2 21.0 一 0.2 20.9 - 0.3
1.3 21.0 22.9 + 1.9 20.9 -0.1 20.9 - 0.1 20.8 - 0.2
3.3 19.4 20.8 + 1.4 19.7 + 0.3 19.7 + 0.3 198 + 0.4
5.3 1S.4 18.9 + 0.5 18.4 0.0 18.5 + 0.1 1S.7 + 0.3

7.3 17.4 17.2 - 0.2 17.2 - 0.2 17.3 - 0.1 17.5 + 0.1
9.3 16.4 15.4 -1.0 16.1 - 0.3 16.1 - 0.3 16.3 -0.1

11.3 15.4 13.7 - 1.7 14.9 - 0.5 14.9 -0-5 15.0 -0.4
13.3 14.1 U.S 一 2.3 13.6 - 0.5 13.6 - 0.5 13.7 -0.4
15.3 12.5 9.7 一 2.8 12.2 - 0.3 12.1 - 0.4 12.1 一 0.4
17.3 10.4 7.3 - 3.1 ■10.7 + 0.3 10.5 + 0.1 10.4 0.0
19.3 7.8 3.5 - 4.3 8.9 + 1.1 8.7 + 0.9 8.2 + 0.4
21.3 4.8 - 5.2 6.9 + 2.1 6.5 + 1.7 5.3 + 0.5
23.3 1.4 3.7 + 2.3 2.9 +15 - 3.2 --

23.80

a 655.4 4S5.2 4s1.0 465.3

m 0.59450 0.79697 0.892651 0.95267

両両 
形數

(0.4S8S5) 0.44899 0.4865S 0.49435 0.51780

摘要 a=655.4 は y=α=(0.3m 商高催 とせるもの。括孤 内 は 實測形敷 とす 〇



第18表 

和 田 氏式胞高 1.am 形数 ご 實測値 ごのた 

(風倒木にﾡする調査)

樹 高

(m)

償試木数 a m ﾡ山形数 賞測形数

1.2mにがけ る 
算山川 iポと T 
測直ﾡ と の

(Cm)

7.3 2 18.0 1.21788 0.6137 0.6356 + 0.08

ii.s 46.0 1.12016 0.572s 0.583S + 0.06

13.9 2 58.0 1.07977 0.5591 0.5759 + 0.12

1s.1 12 170.0 0.98789 0.5334 0.5162 一 0.04

21.1 20 340.0 0.7933S 0.4929 0.4927 - 0.02

23.9 23 485.0 0.79697 0.4886 0.4889 - 0.04

26.6 12 700.0 0.78591 0.4823 0.4643 - 0.22

28.1 10 855.0 0.83755 0.4910 0.4569 - 0.36

殺数的に樹商大ごなろ (に従ひ※増するが、幹線は一卒の挑物線な 

るﾡ算出価は継體的には樹幹ご合適す a %、幹基部測験では樹高大 

ごなる 従いﾡ測価 より過少ごなら、從ひて 幹曲線 より算出せる 幹材 

税到ﾡ高川柱材積 (1.2m) 比率たる形數値は前記 w の数値ご相険 

つて掛高大こ な る (に従ひ過大 ごない、又測験問の形數の差異は僅少 

ごなる のでわる。

和田氏式に依り券出せる 目通形政と北海道聴目通形數と を比地較す 

れば第14表の如く 可成著し相違が見られ、即ち和田氏の式は: 樹高

16m を授こし、 右以上で 樹高5 に比例 し て 過大 どない、30m では 

道戦形数の 110% ごなるが、16m以下ではこれに反し樹高に逆比例 

し て 過少な敷価 をﾡへ、7mで 94% ごなる。

以上 よ り 見て " の数値は 0.9 なる一定価で なく、概してﾡ商 

低くゝなる に従ひ大 ご な る傾向がわ 、殊に低 い 樽商 階 に 於 て は 

1 以上の価ごなる。" の値力ヾ可成變移性に富み 1>ル> よ ら % 

更に魔範酬なるここけ糸井氏の木合のヒ ノ キに關する調査成績 (林 

単令誌第19彼9ﾡ) が 0.23～0.61 に亘り、又本調査が L21788ー 

0.78591 (にﾡるﾡよ め も推察し得ら る ・。 蓋し糸井氏の訓査料に 

於ける w の敷価が和田博士の概準価0.7 に比して著しく 過少なの 

は氏の a の算出法が軍に " を下底半徑の自乘とせる爲で、 ち幹 

部のﾡ測面ﾡは幹山線式に よ る算出値に比して不整、膨大である 

から 實測値 を 用ひた a の数価は過大ごな り 従て w の価は過少に 

なつのでわ る。

次に和田博士 の形數曲線式に依 ゐ 寫出値は野幌 に於け ゐ 訓査価に 

比 し樹高 を 増大す る (に従ひ湖過大 ごなる。又同博士 の形數曲線式 

に依つて 1.5m の形数を算出するに、次の如く 1.6m ど 1.2m形敷 

こ の差異が極めて 少な く、殊に樹高大 ごなる に従ひかゝ ゐ 傾前向が著 

し。 これ測ﾡ高に於ける直ﾡの細 り はは第 10,18 表の如く 等比

C 28 ) ( 29.

第19表 胸 高 1.an 形 数 比 ﾡ 表

樹 高

(m)
和I氏算出形数価

野 幌 ト ド マ ッ 
配往調査合ﾡ価

野幌ト ドマツ封 
利田氏形数の比ﾡ 

(2o

5 0.6550 0.7270 111
6 0.6191 0.6963 1127 0.5954 0.6677 112
8 0.57S6 0.6424 111

9 0.5600 0.6204 110
10 0.5562 0.G011 108
11 0.5483 0.5844 107
12 0.5421 0.5702 105

13 0.5365 0.5575 104
14 0.5320 0.5461 103
15 05281 0.5307 102
16 0.5247 0.5274 101

17 0.5217 0.5193 100
18 0.5191 0.5123 99
19 0.5167 0.5054 9S
20 0.5146 0.4996 97

21 0.5127 0.4941 96
22 0.5110 0.4892 96
23 0.5094 0.4847 95
24 0.5080 0.4S07 95

25 0.50GG 0.4764 94
2G 0.5054 0.4728 94
27 0.5043 0.4692 98



(4) 野幌試驗林に於ける各種材積表の測定誤差

野幌試驗林に於け る前記形數調査の資料を描•高曲線 よ り 見て樹術 

大なる良地位と之に反する不良地位とに二大別 し、道戦、帝室林野 

局、大撃油習林等の各材積表に依つて材積をﾡ定するに第20,21 表 

の如くである。即ち帝室林野局材積表は總体に於て 5.546 過大ご 

なるが、この傾向は樹高大なる優良地に於ては一層著しい。次'に北 

海道照材積表は 5.569% 過少ごなるが、 優良地に於て一層かゝる 

傾向がはれる。大學演習林材積表は 5.70% 過大で室林野局こ 

略等しい力、優良地に於てはその誤差は比較的僅少であ る。

第 20 表 材積表調査資料地位別一覧 表

( 30 )

胸高直徑
地位 K區 地 位 不 良 ﾡ 合 it

(cm)
不ﾡ画高 

Cm 僕成本救
均樹 

(m) 供試本数
代均樹崎 

(m)

8 2 7.30 .2 7.30
10 1 S.t5 1 8.85
12 1 9.30 1 9.30
14 2 11.60 2 11.60
16 1 17.80 1 12.50 2 15.15

2 17.18 16.15 5 10.50
17.S5 2 17.85
18.29 3 18.20

2 19.07 17.51 6 18.23
1 20.43 19.68 5 10.83

28 5 19.60 5 19.59
0 7 20.26 7 20.26G

32 2 22.51 8 21.49 10 21.69
34 7 20.51 7 20.51
36 3 23.34 9 21.55 12 22.00

38 2 23.40 6 20.G1 8 21.31
40 5 25.49 11 22.89 16 24.34
42 4 24.87 8 22.55 12 23.33
44 4 25.62 5 23.45 9 24.41
46 4 24.95 6 24.01 10 24.39
48 〇 26.44 6 23.62 S 24.J2
50 2 25.75 23.32 6 24.13
52 7 26.48 25.00 8 26.29
54 3 24.77 24.80 6 24.78
56 2 28.48 22.70 3 20.55
58 2 26.90 2 26.90
60 2 27.51 2 27.51

以上良、不良地を合算せる补のに就て徑級別に誤差の配分關係を 

見る に第 21 •表の如く、帝室林野局並に大學演習林の材積表は槪 して 

御級を増す に従ひ過大 ご な る傾向があ る に對 し、道.聴材積表は槪 し 

て 各徑級 そ通じて 略一様に 過少な 数価 を 興〜 る。

以上の如く 各材積表は局所的林分に對 しては 5～06 内外の試推 

そ 必然的 に伴ふ %のである。

• 、・ --1 ・
第21ィ表 各材積表 に依る 誤差 c_)

D 高 
i(if殺
Ccm

ﾡ試

本数

實 測 村積
(m

村 税 表

帝室 
林野身

北 海
道 当

大學 
演習林

S～1s 材 # 計 (fm)
實材植 に 對す る百分準(%)

13 1.886
100.00

1.783
94.5S

1.765
93.61

1.651
87.56

20～2S 材 税 計(Em)
實材崔に 對す る百分料(%)

21 10.239
100.00

10.577
103.30

9.801
95.72

9.871
96.41

30～3S 材 税 計 cfm)
實材研に时する百分率(%)

44 44.764
100.00

45.577
101.82

42.268
94.43

45.807
102.33

40～4S 材 私 計 cfm) 
賞村積に対する百分(%

55 97.143
100.00

101.954
104.95

91.90S
94.61

101.2S9
104.27

50～5S 材 積 計(fm)
賞村種に対す る百分率(%)

25 GG.877
100.00

72.597
108.55

65.374
97.75

74.850
111.92

G0以.上:
材 税 計 cfm
賞t村種に 對 す る 百分 (%)

2 7.282
100.00

8.336
114.4S

6.941
95.33

7.729
106.15

合 at 總 材 私 計 (fm) 
縄賞村種にする百分4準cの

160 228.190
100.00

240.824
105-54

218-057
95.56

241.197
105.70

第21 ロ 表 各材積表に依 る 課差 (二)

C 31)

地 位
本数

賞t 測 
材 積 

cfm)

各種材積に依る査定値

帝室 

林野h
北海
道 座

大學 
ﾡ習株

哀

不 I

材 税 計 cfm)
同 賞t村種に 到す る 百 分準(%)

50 98.261
100.00

104.442
106.29

93.394
95.05

101-463
103.26

村 税 計 (fm)
同質材積•に封する百分率(%)

110 129.929
100.00

136.382
104.97

124.663
95.95

139.734
107.55

合 t 材 利 計 cfm)
同賞t村刊に到する百分率く%

1G0 228.190
100.00

240.824
105.54

218.057
95.56

211.197
105.70



IV ﾡ材積表と現材積表との開係

北海道感の材積表に就て述ぶ る に、衛材種表八・ 石』位に依 り ・ 

形敷 % 樹商 の 商低 に拘らず0.45 を 川 ひて 居る から、 従楽の材積表 

で査定せる 蓄積は 軍な る 石對 出！ の換算のみでは不充分で、更に形 

數に依る變更を %考厳しなければな らない。今本道の代表的針葉樹 

林に就ての訓布例を引用し、之が換葬法を記する に第 22 表の如く 

でわるo

第22表 ﾡ材積(石) の現材石(fn) の換算例 

(北海道の主ﾡ針樹林分に際 し道路村税表に て査定す)

目 通
itt 徑
(寸)

ﾡ高

(m) (石

本数

材積表 
に 依 る 
ﾡ 材 税 

(石)

現材積表 
に依る
總 材税 

Cfm)

石i i 
立方米 

ﾡ 4 価
Cm)

現花材積: 
の比率

(%

摘 要

3 5.0 0.096 75 7.200 2.786 0.387 139.0 調査地は足寄,南
4 6.5 0.221 58 12.818 4.640 0.362 130.0
5 7.5 0.398 46 18.308 6.371 0.348 125.1
6 8.5 0.649 38 24.662 S.286 0.336 120.7 禽、占冠の各小关

7 9.5 0.987 32 31.584 10.297 0.326 117.2 ﾡにﾡ り、加査而
8 10.5 1-400 27 37.800 12.020 0.318 114.2 秋44町歩を不均せ

11.5 2.000 23 46.000 14.306 0.311 111.6 る 1町算価
12.0 2.600 19 49.400 15.215 0.30S 110.5
12.5 3.200 16 51.200 15.616 0.305 109.4 であ る o
13.。 4.000 13 52.000 15.704 0.302 108.4
13.5 4.800 11 52.800 15.7S7 0.299 107.4
14.0 5.800 9 52.200 15.451 0.296 106.4
14.5 6.900 55.200 16.229 0.294 105.6
15.0 8.100 56.700 16.556 0.292 104.8
15.。 9.200 55.200 16-119 0.292 104.8
15.5 10.700 53.500 15.515 0.290 104.1
15.5 11.900 47.60C 13.804 0.290 104.1
16.0 13.600 40.800 11.751 0.288 103.4
16.0 15.000 2 30.000 8.640 0.288 103.4
16.5 16.900 2 33.800 9.667 0.286 102.7
16.5 18.50C 2 37.000 10.582 0.286 102.7
17.。 20.800 1 20.800 5.886 0.284 102.1
17.0 22.500 1 22.500 6.368 0.284 102.1
17.5 25.100 1 25.100 7.103 0.2S3 101.5

計 409 914-172 274699

材所石の現材積 fm への換算価=-274993-=0.30040

現 ﾡ 秋 到1付積比上#=-一o37sす--1.07978
=108.0%

即ち 舊材積表 に 依 ら 査定せ る 蓄積 を fm に換算 する 為 に は 形數 の 

裁更に依る略 *8% 內外の蓄積の増加を見込まなければならない。 

即ち石を mm に換算する には約 0.3005 を乘ずる必要があ る。而し 

て現材積交の形敷山線 よ 6 見て舊材積に對する形數の比率は樹高に 

逆比例して大どなり、即ち徑級小なる程大に、徑級大なる程小とな 

る傾向がわるから、前記林分ご して の形數比率は一齊老齡林分 と な 

るに從ひ漸減し、小徑木の著しく多い II6型掃伐林分ごなるに従ひ

する %のである。

V結 び

( 1) 本道、樹太の現行針葉樹材積表が均 しくトドッ、エ ゾマ 

ッ を 對象 ごする に % 拘 らず、各官廳に依り 可成相違す る 事實 に對 し 

野幌産 トドマ ッを経ご し、旣往の調査成績を緯と して、測ﾡ高及び 

査定法等の煦 よ り 二、三檢討を試みた。各所管區域の地况、林祝け 

ﾡれる経済的施業林をﾡ象ご い、各生育狀況を 綱羅せる 廣汎 な 天然 

#で あるから 殆ん ど 相等 し く、從つて之が形數 %午々等しいものご 

前提した。

( 2 ) 形數算出 に用 ひ 野幌産 トドマ ッ の樹高山線は式の如く 

略川の値そ示して居る。

H.=llslp o.a065" F
本料に依 る ﾡ高 を 商数 ごせる 胸高形数山線 (1.:m商)はは次式で 

求示し得るo
F,, =0.37022 + 3.210651——6.45951-一 

H H1-

(3) 本料並に之ご略々同一樹高の立木に就て布定せる 1.2, 
1.5, 1.5m の各測ﾡ商5の直衝はは次の如き直線的開係がわる。

D1.2(cln)=-0.0340 +1.0115D,.xaw, D,axm=0.0557+0.9849D,.aow, 
從て各測熱の形數 F,..,F,.,F,, の和互的關係は次の如く 表示 し

( 32) C 33 )



得ゐo

F -Fux (マmioPtbmab ) :
s /_____ D._____ ド

1 \ 0.0557+0.9849D1. ノ

3(4) 形数の樹高、直衝、直徑率 に對する 相關比は直徑率が最大 

で、iﾡ、掛商の順である。殊に樹高 に對す る 相關比は資料が各称 

の地あ、林況に勝り且つ本数がﾡない場合には著 し く 小である。次 

に測勲高 に依る 形數の相關比 を見る に樹高、直ﾡを通じ 1.3m が最 

大で、1.5m,1.2m の順ごなり、1.9m 形吸の樹高 に對する 和關比は 

殊に小である。

( 5 ) 以上形数算出 (に用 ひ な料は権 して無済論 70 4内外の一 

奔林分が多 く、従つて樹齢並に4育状よ り 見て多少偏高せる憾が 

ある爲、二十数4前小出、中島兩博士が同じく 當試驗林 トドマツ に 

就て調査せる資料を合算,不均 して次の一如き形數曲線式を算出 し、 

之を立木材積表に對す る 比較校市に用 ひ z。
F, ,=0.38325 + 2.79265-—— 5.14156-

H H
本合算価をﾡ太保呂流 ト ドッ、 ゾーッに比すれば 16m 階以

( 7) ﾡ太ﾡの形数は本訓査価に比 し若 し く 過少で、共平均値が 

略 0.45 ごない、一率に 0.45 を用ひた舊材積表に相當 して居る。こ 

れを北海道M材積表に比すればﾡ共 92% 内外に端り、伐ﾡ、未木 

を 除去せ る 所謂成材形數 に近似 して居る。

( 8 ) 北海道聴の 目通形数は本調査価に比すればﾡして 4.46 內 

外過少 である。

( 9 ) 材私各ﾡの地況。林况の平均値であ ろか ら必然局所的 

林分には多少の誤差を伴ふ % ので 野幌試験林の トド マ ッ に對する 

調査例では帝室林町局材積表は +5.546, 北海道Mは -4.44%, 大學 

習林は *5.706, の誤差を有するが、これらの説差は調査料が 

地况、林泌、4育ﾡ加等よ め 見て偏倚する場合には一層増大する も 

のであ る。

(10) 從來北海道廳使用 の尺石軍位材積表の形數は樹高 の大小に 

拘らず一様に 0.45 を使用 したから、舊材積表に依る林分の蓄積は 

Wに石を fm に換算するのみならず、形戦の影響をる考慮する必要 

がわる。本道の 代表的 針葉樹林分 に就 て 査定せ る 林分形數の換算率 

は約 108% で、石常 0.3005fm 内外に相常して居る。

上では樹高を増すに従ひ過小ごな ク 又中島博士の調査値に比すれ 

ば概して過大であるが、そ の差は樹高に比例 して漸減 し、28m 階に 

於ては合致して居る。

も(6) 帝室林野局の胸商形数は本調査値に比し樹高を増すに従い 

過大な數値を與ふ勺。これは=αーム"な る樹幹山線の指数"は樹 

高大な る程小どな る傾向があ る のに一率に 0.9 ご似定せる こ ご並に 

測野高 に於 け る 直ﾡの細 め (は 樹高 に對 し級數的 に 緊増 ナ る 事實 に反 

い、幹山線 は 一率 の抛物線 なる爲、算出直ﾡは 總體的 に (は 樹幹 ご 合 

適する % 幹基部測熱に於ては樹高を増すに從ひ過少と なるこ ご等 

に因する。
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